
図１. 生物学的製剤治療時の結核予防対策

十分な問診＊, ツベルクリン反応＊, 胸部X線検査＊＊, 胸部CT検査＊＊, クオンティフェロン検査

評価可能

呼吸器専門医の診察と評価

疑わしい もしくは 不明

診断結果

活動性結核 結核既感染（疑いを含む） 結核の既往歴は
認められない

抗結核薬の
予防治療*開始

活動性結核に
対する治療開始

*生物学的製剤開始に先立つ3週間，
抗結核薬(INH等）の内服を行い，
以後も計6〜9ヶ月間並行して継続

生物学的製剤治療開始

（＊は必須項目, ＊＊どちらか一方を必須とする）

呼吸器/放射線専門医による画像評価と結核反応検査評価
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